
えりも岬 
の 
お話 

 
～自然、人間と市場の関係～  



えりも町は北海道の南にある町です。
古くはアイヌ人が豊かな自然と共に
生きていました。  

1 8 7 1年、本州から人々も移り住み
はじめました。  
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海産物 

ます 

まぐろ 

こんぶ 

かつお 
さけ 

お金 

海産物 

海では昆布や魚が多くとれ、古
くはアイヌ人が昆布をとってい
ました。  

 本州から移り住み始めた人々
は、とれたこんぶや、さけなどを
市場に売り始めました。   人々の魚をとる技術は進みかつお、ます、

まぐろなどもとれるようになりました。また、
とれたかつおで、かつお節もつくりはじめま
した。市場へ新商品を売り始めると収入は
増えました。  

 このようにえりも町の人々は、豊かな自然
の恵みを受けて生活していました。  
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木を植えなくちゃ！ 

木を植える余裕もない 

 寒いので人々は暖を
とるため、木々を切っ
て使っていました。  

 その中、木がなく
なってしまうことを恐れ、
木を植えることもありま
した。  

 

  しかし、戦争が起こり、木は軍
で必要となったため、木々をど
んどん切っていきました。戦争が
激しくなり木を植えることは中止
となりましたが、木々は切られ続
けました。  

 

 1 9 4 5年戦争が終わっても、戦争で荒れた
国内に木々は必要であったため、戦時中よ
り多くの木々が切られていきました。  
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お金 



大変だよー 

家の中まで砂が．． 

近寄るのやめよう 

 次第に、森林だった土地は砂漠に
なっていきました。えりも岬はとても風
が強いため、砂やちりが家の中に入っ
てしまうほどでした。  

 寝る時、食べる時も、砂に悩ませられ
病人が出るほど住みにくい場所になり
ました。  

 さらに、強い風は砂を海にまで広が
らせ、海の水は濁ってしまいました。  

 回遊魚も寄り付かず、戦争中に荒
れた沿岸域の影響もあり、とれる魚の
量は減ってしまいました。漁民は収入
が減り貧しくなっていきました。  
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事業所も作って 

緑化事業スタート 

風で飛んでなかなか 

上手くいかない 

海草を拾い集め
土に被せるよ 

砂漠を草地にするだけでも 

17年もかかった 

 1 9 5 3年砂漠になった約 1 9 2 h aの土地に、草や
木を植える計画が始まりました。  

 草を植えるのも大変な作業でした。  

 強い風で種子が飛ばされるため、手作りのヨシ
ズで覆ったりしましたが効果は上がらず、雑海藻
を草の種を蒔いた土の上に覆う工法が大きな成
果をもたらしました。   

 

 1 7年経ち、 1 9 7 0年 1 9 2 h aの草による緑化が終
了しました。  
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せっかく植えたのにー 

寒いから 

冬は凍るの 

56年でやっと 

ここまで 

 木を植えるのにも困難が
ありました。風が強く寒い
環境では、木は上手く育
たず、植林作業は一時中
止になりました。 1 9 7 1年
に、生育が最も良かったク
ロマツの植樹を再開しまし
た。  

 強い風から木を守るため、様々な柵が試され
ていきました。防風柵の設置方法や種類によっ
て、木を植える作業は進みました。しかし、冬の
間に地面が凍り膨らんで苗木が全部持ち上がる
問題も生じたため、土中の水を抜くために排水
溝を掘る作業もしました。  

 2 0 0 9年 9 6％の緑化に成功しましたが、  

5 6年の年月と、事業費 1 7 . 9億円かかりました。  
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 えりも岬のお話から、人の行
動で自然の恵みを、失うことも、
回復させることもできることが
分かります。  

 でも、住みやすい環境を取り戻すためにお
金が回ってることを見逃してはいけません。ど
のようにお金を回していくか、考えていく必要
があるのでないでしょうか。  

 

 戦争や貨幣の利益獲得に重点を
置いた市場では、人が快適に生きる
ために必要な自然を軽視しがちにな
ること。そして、一度失われた自然
を戻すには、多くの労力と時間がか
かることを知ることができます。  
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 私たちの行動次第で、この先住みにくい地球にも  

                住みやすい地球にもなります。  
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人とのつながりに日々感謝しながら  

    この先も住みよい地球環境で                 

         あってほしいと願います。  
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写真  

*地球の出（ ＪＡＸＡ ）  
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